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平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
、
日
本
最
高
峰
の
富

士
山
が
「
富
士
山-

信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
と

し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
世
界
文
化
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
遺
産
の
範
囲
は
、
富
士

山
の
ほ
か
、
信
仰
是
跡
碑
、
神
社
、
登
山
道
な
ど
、
構

成
資
産
は
静
岡
・
山
梨
両
県
の
二
十
五
件
に
及
ん
で
い

ま
す
。

人
々
は
古
く
か
ら
富
士
山
を
敬
い
、
信
仰
の
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
。
特
に
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
「
富
士

講
」
が
流
行
し
、
信
仰
目
的
で
登
山
す
る
一
般
人
が
増

加
し
ま
す
。
一
方
で
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
富
士

山
へ
登
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
江
戸
時
代
中
期

以
降
、
関
東
地
方
を
中
心
に
「
富
士
塚
」
と
い
う
富
士

山
を
見
立
て
た
山
を
築
き
ま
し
た
。
富
士
塚
に
登
頂
す

る
こ
と
で
同
じ
功
徳
を
得
よ
う
と
す
る
信
仰
が
広
が
っ
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富
士
山
の
溶
岩
（
本
物
の
噴
火
ボ
ク
石
）
を
使
っ
て
で
き

て
い
ま
す
。
「
六
根
清
浄

お
山
は
晴
天
」
と
唱
え
な
が

ら
、
こ
の
富
士
塚
の
頂
上
に
ま
で
登
る
と
、
富
士
山
に

登
っ
た
同
じ
気
持
ち
・
効
果
・
ご
利
益
が
得
ら
れ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
六
根
清
浄

お
山
は
晴
天
」
の
「
六

根
」
と
は
、
私
た
ち
の
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
を
指

し
、
「
清
浄
」
と
は
、
清
ら
か
に
な
る
、
澄
ま
せ
る
と
い

う
意
味
で
、
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
な
が
ら
山
を
登
り
、
山

の
懐
深
く
入
る
こ
と
に
よ
り
清
め
ら
れ
る
、
全
身
を
清
ら

か
に
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
頂
上
に
は
、

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
「
富
士
浅
間
大
神
」
の
碑
を

は
じ
め
、
中
腹
に
は
富
士
信
仰
に
関
連
す
る
石
造
物
が
建

て
ら
れ
、
登
山
道
に
は
、
一
合
目
か
ら
二
合
目
、
三
合

目
・
・
・
と
頂
上
に
至
る
ま
で
の
石
塔
が
造
ら
れ
て
い
ま

す
。七

月
一
週
目
の
土
・
日
曜
に
は
、
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。

て
い
き
ま
す
。
富
士
塚
の
多
く
は
、
富
士
山
の
溶
岩
で

造
ら
れ
、
頂
上
に
は
浅
間
神
社
や
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
号
で
は
、
流
山
に
あ
る
富
士
塚
や
信
仰
に
つ
い
て

調
べ
て
い
き
ま
す
。

流
山
の
富
士
信
仰

浅
間
神
社
（
せ
ん
げ
ん
じ
ん
じ
ゃ
）

流
山
一
丁
目

流
山
駅
か
ら
徒
歩
約
三
分

浅
間
神
社
は
江
戸
時
代
の
初
め
、
根
郷
地
域
の
鎮
守
と

し
て
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四)

に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
木
花
開
耶
姫
命
（
こ
の
は
な
の

さ
く
や
び
め
の
み
こ
と―
富
士
山
浅
間
神
社
本
宮
の
祭

神
）
で
す
。
安
産
・
子
育
て
・
縁
結
び
・
夫
婦
円
満
・
火

伏
せ
の
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、
今
も
人
々
に
敬
わ
れ
て

い
ま
す
。

本
殿
の
裏
手
に
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
る

富
士
塚
が
あ
り
ま
す
（
約
六
メ
ー
ト
ル
）
。
こ
の
塚
は
、
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田
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著
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出
版
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ぎ
わ

２
０
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４
年

い
ず
れ
も
流
山
市
立
図
書
館
の
所
蔵
資
料
で
す
。

協
力
：
流
山
市
立
博
物
館

す
。
富
士
塚
は
、
も
と
も
と
旧
県
道
に
近
い
場
所
に
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
本
殿
裏
左
手
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
塚
に
は
、

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
建
て
ら
れ
た
碑
の
ほ
か
、
大
正

二
年
（
一
九
一
三
）
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
登
山
記
念

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

「浅間神社」の富士塚

駒
形
神
社
（
こ
ま
が
た
じ
ん
じ
ゃ
）

東
深
井

運
河
駅
か
ら
徒
歩
約
四
分

駒
形
神
社
は
室
町
時
代
、
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
に
建

立
さ
れ
た
神
社
（
平
成
十
年
再
建
）
で
、
祭
神
は
誉
田
別
尊

（
ホ
ン
ダ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
）
で
す
。
江
戸
時
代
、
こ
の
一
帯

に
は
幕
府
の
馬
の
牧
場
で
あ
る
小
金
牧
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
御
社
伝
に
は
、
八
幡
太
郎
源
義
家
公
が
奥
州
出
陣
の

折
り
に
立
ち
寄
り
、
愛
馬
を
繋
ぎ
憩
わ
れ
た
と
さ
れ
る
椋(

む

く)

の
木
が
あ
り
そ
の
後
裔
が
、
鳥
居
左
手
に
残
さ
れ
て
い
ま

浅
間
様
（
せ
ん
げ
ん
さ
ま
）

西
深
井

運
河
駅
か
ら
徒
歩
約
十
五
分

西
深
井
小
学
校
の
脇
に
あ
る
神
社
で
す
。
塚
の
頂
上
に
は
、

浅
間
大
神
の
石
塔
（
明
治
十
六
年
一
八
八
三
）
の
ほ
か
食
行

身
禄
（
富
士
講
の
講
祖
）
な
ど
の
石
塔
が
あ
り
ま
す
。

「浅間様」の富士塚

「駒形神社」の富士塚

富
士
塚

流
山
市
指
定
有
形
文
化
財

昭
和
六
十
二
年
六
月
四
日
指
定

こ
の
ほ
か
、
市
内
の
神
社
に
は
富
士
山
信
仰
を
示

す
石
碑
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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